
成果

森林内の放射性セシウム動態調査
　東京電力福島第1原子力発電所の事故（以下、原発事故）
によって森林域に降下した放射性セシウムは、森林整備
の停滞や特用林産物の出荷制限、さらには林業従事者の
被ばくリスク上昇など様々な問題を引き起こしました。
これらの問題に対応するためには、森林内における放射
性セシウムの分布状況を把握するとともに、経年的にど
のように変化していくかを把握する必要があります。
　そこで、2011年8月に、福島県内の川内、大玉、只見お
よび茨城県内の筑波山のスギ林、ヒノキ林、コナラ林、ア
カマツ林の9林分に調査地（図1）を設けて、樹木の葉、枝、
樹皮、幹材、それと落葉層や鉱質土壌に存在する放射性
セシウムの濃度と蓄積量の変化を調べました（図2）。

5年間で放射性セシウムは樹木の葉・枝から土壌表
層に移動
　針葉樹の葉や樹木の枝の放射性セシウム濃度は、時間
の経過とともに急激に低下したことがわかりました。幹
材の放射性セシウム濃度は、アカマツで低下、スギやコ
ナラでは増加する傾向がみられましたが、樹木の他の部
位に比べて低濃度でした。時間の経過とともに、森林内
の放射性セシウムの蓄積量は、樹木においては急激に低
下しましたが、その一方で、落葉層と鉱質土壌の放射性
セシウムの蓄積量は増加しました。3年後の2014年以降
は森林全体の放射性セシウムの90％以上が落葉層と鉱質
土壌に存在し、その大半は鉱質土壌の表層0‒5cmに存在
していました（図3）。このように、原発事故で森林にも
たらされた放射性セシウムは時間の経過とともに樹木か

ら土壌へ移動し、その多くは土壌の表層付近にとどまっ
ていることを明らかにしました。

放射能汚染地域の林業再開のための基盤データを
提供
　原発事故直後から数年間にわたり森林内の放射性セシ
ウムの動態を網羅的かつ長期的に調査したデータは、チェ
ルノブイリ原発事故においても得られていませんでした。
本研究では、2011年の原発事故直後から5年間の間に森
林内で放射性セシウムが移動した過程を明らかにできま
した。得られた知見は、今後の被災地の森林管理に利用
できます。とくに、森林内の放射性セシウムの移動を予
測するモデルの開発や特用林産物の出荷制限解除時期の
推定、林業従事者や森林利用者の被ばく低減を考えるう
えで重要な成果です。また、放射性セシウムの中でもセ
シウム137の半減期は30年と長いため、今後も引き続き
森林内における放射性セシウムの観測を続けていくこと
が重要です。

研究資金と課題
　本研究は、林野庁受託事業「森林内における放射性物
質実態把握調査事業」、森林総合研究所交付金プロジェク
ト「森林・林業・木材における放射線影響に関する基礎
的研究」の成果です。
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シウム濃度は時間の経過とともに急激に低下し、それにともない樹木における放射性セシウムの蓄積
量が大きく低下しました。これに対して、落葉層と鉱質土壌では放射性セシウムの蓄積量はむしろ増
加し、3年後の2014年以降は森林全体の放射性セシウムの90％以上が落葉層と鉱質土壌にあり、そ
の多くが鉱質土壌の表層0‒5㎝に存在していました。

図3．森林内の放射性セシウム蓄積量の分布の経年変化
川内村の川内1のスギ林及び大玉村のコナラ林の例。
エラーバーは標準偏差を示します。

森林の放射性セシウムは事故からの5年間で土壌表層に移動した
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図2．調査地における試料採取の様子
（a）樹皮の採取   （b）土壌試料の採取
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図1．各調査地の位置
航空機モニタリングによる2012年6月28日時点の
セシウム134とセシウム137の合計沈着量（放射線
量等分布マップ拡大サイト/地理院地図）
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